
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度保健体育科授業充実事業 

中学校保健体育科授業実践事例 

Ｂ 器械運動 ＜ア マット運動＞ 

令和６年３月 

群馬県教育委員会 

健康体育課 



１ 保健体育科授業充実事業の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校保健体育科授業の充実を図るため、授業実践上の課題を明らかにし、課題

解決のための方策等を具体化することで、教師の指導力の向上に資する。 

授業充実事業とは 

 

授業実践上の課題を解決するための指導の在り方について研究 

授業充実検討委員会の開催 

教師の指導力向上 

保健体育科授業の充実 

 

授業実践や公開授業、授業研究会のまとめ資料を作成 

研究成果のまとめ 

 

 

 

 

 

 

○委員が所属する学校を「授業充実

協力校」として指定 

○研究の成果を県下に広めるため、

授業を公開 

 

○公開授業をもとに、授業充実のた

めの方策を研究協議 

○指導・講評 

○情報提供 



２ 実践事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［参考資料］ 

・中学校学習指導要領解説保健体育編【文部科学省】（平成２９年７月） 

・はばたく群馬の指導プラン【群馬県教育委員会】  （平成２４年３月） 

・はばたく群馬の指導プラン実践の手引き 【群馬県教育委員会】 

（平成２６年３月） 

・はばたく群馬の指導プランⅡ【群馬県教育委員会】（令和元年８月） 

・学習評価の在り方ハンドブック（小・中学校編） 

                【国立教育政策研究所 教育課程研究センター】（令和元年６月） 

・「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（中学校保健体育）  

        【国立教育政策研究所 教育課程研究センター】（令和２年３月） 

 

期 日 ： 令和５年１０月１８日（水） 

 会 場 ： 伊勢崎市立第一中学校 

 単 元 ： 体育分野 Ｂ 器械運動 ア マット運動 

 学 年 ： 第３学年 

 授業者 ： 大谷 勇 教諭 ・ 石川 美奈子 教諭 

 資 料 ： ①学習指導案 ②資料等 ③まとめ 

令和５年度授業協力校及び授業充実推進員 

伊勢崎市立第一中学校  大谷  勇 教諭 

令 和 ５ 年 度 授 業 充 実 検 討 委 員 

森瀬 伸二 指導主事（中部教育事務所） 

長竹  徹 指導主事（伊勢崎市教育委員会） 

小山 靖弘 指導主事（健康体育課） 



保健体育科学習指導案 

 

令和5年10月18日（水）第５校時（１４：１０～１５：００）授業場所：体育館 

伊勢崎市立第一中学校 ３年５組 指導者：大谷 勇  （T1） 

石川 美奈子（T2） 

 

授業の視点： 

  ＩＣＴを活用して前時の動きを確認する場面において、仲間の連続技のよさや課題を見付け、技カード

等を参考にし、よい演技を構成するための成果や改善点を仲間にアドバイスすることができるであろう。 

 

Ⅰ 単元 Ｂ 器械運動 （ア マット運動） 

 

Ⅱ 単元設定の理由 

（１）目標 

  ①知識及び技能 

    技ができる楽しさや喜びを味わい、技の名称や行い方、運動観察の方法、体力の高め方などを理解する

とともに、自己に適した技で演技することができるようにする。 

マット運動では、回転系や巧技系の基本的な技を滑らかに安定して行うこと、条件を変えた技や発展技

を行うこと及びそれらを構成し演技することができるようにする。 

 

  ②思考力、判断力、表現力等 

    技などの自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自

己の考えたことを他者に伝えることができるようにする。 

 

  ③学びに向かう力、人間性等 

    マット運動に自主的に取り組むとともに、よい演技を讃えようとすること、互いに助け合い教え合おう

とすること、一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようとすることなどや、健康・安全を確保す

ることができるようにする。 

 

（２）学習内容 

   知識及び技能について、技の行い方は技の課題を解決するための合理的な動き方のポイントがあり、同じ

系統の技には共通性があること、自己の動きや仲間の動き方を分析するには、自己観察と他者観察などの方

法があることを学習する。また、回転系や巧技系の基本的な技を繰り返し行っても、その技に求められてい

る動き方が、いつでも動きが途切れずに続けてできるようにしたり、同じグループや異なるグループの基本

的な技、条件を変えた技、発展技の中から、技の組合せの流れや技の静止に着目して「はじめ－なか－おわ

り」に構成し演技したりすることを学習する。 

   思考力、判断力、表現力等については、選択した技の行い方や技の組合せ方について、合理的な動きと自

己や仲間の動きを比較して、成果や改善すべきポイントとその理由を仲間に伝えることを学習する。また、

仲間やグループで分担した役割に関する成果や改善すべきポイントについて自己の活動を振り返ることを学

習する。 

   学びに向かう力、人間性等については、マット運動の学習に自主的に取り組もうとすること、自己の状況

に関わらず、互いに讃え合おうとすることを学習する。 



（３）系統性 

中学１年 

マット運動 

回転系（接転・ほん転）：前転、後転、開脚前転、開脚後転、倒立前転、側方倒立回転、倒立ブリッジ 

巧技系（平均立ち）：倒立、片足正面水平立ち 

跳躍技：伸身跳びひねり 

柔軟技：長座前屈、開脚座、開脚前屈 

 

上記の基本的な技を組み合わせて連続技の演技をする 

 

中学３年 

マット運動 

回転系（接転・ほん転）：前転、後転、開脚前転、開脚後転、倒立前転、側方倒立回転、倒立ブリッジ、伸

膝前転、伸膝後転、後転倒立、跳び前転、ロンダート、前方倒立回転、前方倒立

回転跳び 

巧技系（平均立ち）：倒立、片足正面水平立ち、片足側面水平立ち、Ｙ字バランス、倒立ひねり 

跳躍技：伸身跳びひねり、前後開脚跳び、大の字ジャンプ、かかえ込み跳び、左右開脚跳び 

柔軟技：長座前屈、開脚座、開脚前屈、前後開脚 

 

上記の基本的な技や発展技も入れながら組み合わせて連続技の演技をする 

 

 

Ⅲ 生徒の実態 男子１７名 女子１８名 ３５名 

   運動の得意な生徒と不得意な生徒の能力差は大きいが、全体的に学習に意欲的に取り組んだり、苦手なこ

とにも自己のレベルに合わせて取り組んだりすることができる生徒が多い。時には、運動の得意な生徒が運

動の苦手な生徒に教えながら学ぶ姿も見られる。 

  

①「知識及び技能」 

   マット運動を通して筋力や柔軟性、平衡性が高まることを理解している生徒は多い。基本的な片足平均立

ちの技については多くの生徒ができる。倒立については補助や壁を使えば大体の生徒が行うことができる。

回転系の技に関しては、中学校学習指導要領解説に記載されている基本的な接転技は半数くらいの生徒がで

きるが、基本的なほん転技ができる生徒は少ない。どちらの系統の技も少数であるが中学校学習指導要領解

説に記載されている発展技もできる生徒がいる。 

    

②「思考力、判断力、表現力等」 

   自己の課題に応じて練習場所を選択することができる生徒が多い。単元の最初と最後で自分の動きや技能

がどのように変化したか、映像などで比較して、自分の動きを分析できる生徒が多い。中にはもっと技能を

向上させるためには何をすればよいか具体的に考えられる生徒や他者によりよくなるためにアドバイスがで

きる生徒もいる。 

    

③「学びに向かう力、人間性等」 

   周囲の安全に留意しながら、自分のレベルに応じた課題に挑戦することができ、課題解決のために粘り強

く取り組むことができる生徒が多い。また、発表会などで出来映えに関わらず仲間の努力に対して拍手を送

るなど互いに称賛することができる生徒が多い。 



Ⅳ 指導方針 

  ○つかむ 

  ・学習の見通しが持てるように、学習カードに学習過程を示すとともに、オリエンテーションにおいても活

動内容を確認する。 

  ・けがの防止と、体の柔軟性の向上、倒立の感覚を掴むために毎時間授業の始まりに補助運動を行う。 

  ・技カードを見ながら、技の名称や行い方、高まる体力について理解できるようにするとともに、自分がで

きる技、今年挑戦したいもしくはできるようになりたい技などを確認したり、それぞれの動きのポイント

を確認したりすることで、練習にスムーズに移れるようにする。 

（「令和５年度 伊勢崎市の学校教育方針」 Ⅴ各教科等の重点 体育、保健体育） 

 

○追究（追求）する 

・技の成果や課題を発見しやすくしたり、アドバイスしやすくしたりするために、練習する技などを中心

にペアもしくは３人グループを編成する。 

・よりよい演技ができるように、ＩＣＴを活用して自分の技や演技の課題や成果を確認したり、仲間の

技や演技の課題を発見しアドバイスしたりできるようにする。 

（いせさきGIGAALスクール構想Step2） 

・前時の自分の課題から、本時に自分が取り組むべき課題を視覚的に確認しやすくするために、学習カー

ドをデジタル化し、そこに自分の動きの画像や動画を貼り付けておき確認できようにする。 

・アドバイスや連続技の構成などの活動で、なかなか進められない生徒に対しては、技カードを活用して

各技の見るポイントなどを示したり、技の構成も技カードを見ながら一緒に考えたりするなど支援して

いく。 

・連続技の構成において、技カードに示した接転技、ほん転技、跳躍技、平均立ち技、柔軟技の５つの技

群から最低１つずつは選択して連続技を構成させる。 

・苦手な生徒が得意な生徒の動きを見本にしながら一緒になって練習ができるようにするために、中学校

学習指導要領解説に記載されている基本的な接転技の開脚前転、開脚後転、倒立前転を連続技の指定技

にし、連続技にこれらの技を最低１つは入れるようにする。 

・連続技を構成する際に、なるべく多くの種類の技に挑戦させるため、できる限り同じ技を入れて連続技

を構成することがないように促す。 

・最終的にほん転技が全くできない生徒には、ほん転技の代わりに接転技を入れて連続技の構成ができる

ようにする。 

 

○まとめる 

・練習の成果を仲間と互いに認め合い、演技後に拍手を送るなど、互いに今までの成果を讃え合えるよう

にするために、練習してきた演技の発表会を行う。 

・単元終了後に自分の成長を確認することができるようにするために、発表会の演技をＩＣＴで記録して

おく。 

・自分の演技の成果や課題についてまとめられるようにするために、ＩＣＴを使用し、自分の演技のはじ

めと終わりの動きを比較する。 

 

 

 

 

 

 



Ⅴ 本時の学習 

（１）ねらい 

ＩＣＴを活用して、構成した連続技のよい点と改善点を発見し、よりよい演技を構成できるように、仲

間に成果や課題点をアドバイスすることができる。 

（２）準備 

   教師：マット、エバーマット、ホワイトボード、予備のクロームブック 

   生徒：クロームブック 

（３）展開 

学習活動 支援（◆）及び留意点（〇） 時間 観点評価項目（方法） 

○準備体操、整列、あ

いさつ、柔軟体操、

補助運動を行う。 

 

○本時のめあてを確認

する。 

 

 

 

 

 

 

 

○普段の準備体操だけでなく、柔軟体操と壁倒立などを行

い、けが防止と倒立の感覚をつかめるようにする。 

 

 

◆本時のめあてを確認しつつ、「各技の完成度」と「技と技

のつながりがスムーズにつながっているか」の２つに着

目して見ることを伝え、それについてアドバイスできる

ようにする。（T1） 

 

10 

分 

 

○前時に撮影した映像

から成果と改善点を

見付け、よりよい演

技になるようにアド

バイスし合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇アドバイスするときに改善点だけでなく、必ず成果につ

いても触れさせ、次時以降も練習を継続する意欲が高め

られるようにする。（T1） 

〇アドバイスについては、なるべく具体的にするように指

示をする。（T1） 

 〈例〉 

・○○の後に□□を入れたほうがスムーズになると思

うよ。 

  ・△△はもっと勢いをつけるとダイナミックになる

よ。 

  ・技の終わりに足をクロスさせると向きが変えられて

次の技に移りやすいよ。 

〇クロームブックは動きの撮影、動きの確認、学習カード

や技カードの入力・確認に使用させる。また、使用しな

いときには所定の位置に置き、踏むなどのアクシデント

が起こらないようにする。(T1) 

◆なかなかアドバイスをできない生徒には、教員も入り、

見る視点を確認しつつ、技カードに示してあるポイント

に照らし合わせながらアドバイスできるように助言す

る。（T1、T2） 

◆各技のポイントを技カードに示しておきアドバイスする

30 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【めあて】 

技の完成度や連続技のよい点と課題点を発見し、よりよい演技ができるように成果や改善点をアドバイス

しよう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○アドバイスを基に改

善点の練習を行う 

 

 

ときに活かせるようにする。 

○アドバイスを基に、必要があれば技の順番を変えたり、

組み込む技を変えたりするように伝え、連続技をより滑

らかに安定して行えるようにする。(T1) 

 

 

 

 

 

 

〇アドバイスや修正が早く終わった人たちは終わり次第、

次の活動に移らせる。(T1、T2) 

○アドバイスや連続技の技構成の修正ばかりに時間をとら

れないように、それらの時間を区切り、練習をする時間

も確保する。(T1) 

◆各技の練習をする場所と連続技を練習する場所をつくり

自分の改善点に応じて練習できるようにする。 

〇アドバイスし合ったペアや３人グループで練習し、アド

バイスしたところが改善されているかなども伝えられる

ようにする。 

〇生徒の練習したい部分の人数比によって、練習場所の数

を変更する。（T1、T2） 

◆各技のイメージがつきにくい生徒には、ＩＣＴ等で見本

を見せる。（T2） 

○練習の後半には、アドバイスを受けたところがどう変化

したかわかるようにするために、全員が連続技の演技を

行うように指示をする。（T1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思② 

構成した連続技のよ

い点と課題を発見し、

よりよい演技になるよ

うにアドバイスしてい

る。 

（観察・学習カード） 

 

○学習カードに本時の

まとめを入力する。 

○クロームブックを使い、デジタル化した学習カードに本

時のまとめを入力させる。（T1） 

〇記入後に時間があれば、何人かの生徒に本時の振り返り

を発表してもらい、全体で共有する。時間がない場合

は、学習カードに記入してあることを教師が全体に紹介

する。（T1） 

◆次回の活動の確認をして、見通しを持って学習に取り組

めるようにする。（T1） 

 

10 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

（予想される生徒の反応） 

Ａ：各技の完成度や技や技のつながりについて改善点を具体的にアドバイスしている。 

Ｂ：各技の完成度や技や技のつながりについて改善点をアドバイスしている。 

Ｃ：仲間に対してアドバイスをしようとしない。 



学習の場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホワイトボード 

連
続
技
の
練
習
場
所 

各
技
の
練
習
場
所 

入口 

練習の方向（南から北に向かって） 終了後は西から抜ける 



指導と評価の計画     

つかむ

1 2 3 4 5（本時） 6 7 8

活

動

１

10分

～

20分

〇オリエンテーションを

行う。

〇技カードの５つの技群

から自分のできる技を組

み合わせて連続技の構成

する。

〇映像をもとに成果や改

善点を確認する。

（ICT）

活

動

２

10分

～

20分

〇技カードを使用し、で

きる技の確認をする。

〇構成した連続技を練習

し、撮影する。

（ICT）

〇アドバイスを基に連続

技の構成を修正したり、

よりよいものになるよう

に練習したりする。

まとめ 10分

〇学習カードを基にし

て、本単元の学習の流れ

の見通しがもてるように

する。

〇技の名称や行い方、高

まる体力について理解で

きるようにする。

〇技カードを基にできる

技のチェックをし、自分

の現状を知ることができ

るようにする。

〇技のポイントのカード

を使い、各技のポイント

を意識して練習できるよ

うにする。

○自分と仲間の動きを比

較しながら技の精度を上

げられるように、練習し

たい技に応じてペアや３

人グループを組んで練習

できるようにする。

〇ペアや３人グループで

見合ったり、ICTを活用し

たりして、技のポイント

ができているか、安定し

てできているかなどを確

認できるようにする。

〇連続技を構成する際に

技と技のつながりを意識

させ、スムーズに次の技

に移るための終わりの動

作や技の選択について声

掛けをする。

〇自分の考えた連続技に

ついて、ICTを使用して成

果や改善点を明らかにで

きるようにする。

○改善点のアドバイスを

しやすくするために見る

観点を示しておく。

○必要に応じてICTを活用

しながら出来映えを自分

で確認できるようにす

る。

○各技の練習場所と連続

技の練習場所を設置し、

自分の課題に応じて練習

ができるようにする。

〇まとめの演技会でより

よい演技ができるように

修正や練習の助言を行

う。

○次回に向けて、個々の

技の練習だけでなく、連

続技の一連の流れも練習

するように声をかける。

〇まとめの演技会を行う

ことで互いの成果を称賛

し合えるようにする。

〇ICTを活用して撮影して

おくことで、後で自分の

動きを振り替えられるよ

うにする。

○演技終了後に拍手を送

るなどして、互いに讃え

合えるような雰囲気をつ

くる。

知 ① ②

技 (①) ① (②) ②

思 ① ②

主 ① (②) ②

方法 学習カード 観察・学習カード 観察・学習カード 観察・学習カード 観察・学習カード 観察・学習カード 観察・学習カード 観察・学習カード

知

技

思

主
①マット運動の学習に自主的に取り組もうとしている。

②仲間の演技の出来栄えや状況にかかわらず、互いに讃えようとしている。

〇各自のレベルに応じて新しい技に挑戦をする。

〇できる技をより安定して滑らかにできるようにする。

・接転技

前転、後転、開脚前転、開脚後転、補助倒立前転、倒立前転、跳び前転、

伸膝前転、伸膝後転、後転倒立

・ほん転

倒立ブリッジ、側方倒立回転、ロンダート、前方倒立回転、前方倒立回転

跳び

・技平均立ち技

倒立、片足正面水平立ち、片足側面水平立ち、Ｙ字バランス、倒立ひねり

・跳躍技

伸身跳びひねり、前後開脚跳び、大の字ジャンプ、かかえ込み跳び、左右

開脚跳び

・柔軟技

長座前屈、開脚座、開脚前屈、前後開脚

（ICT）

〇まとめの演技会に向け

て練習をする。

〇まとめの演技会に向け

て修正や練習をする。

総括的な評価

学習のまとめ・振り返り（学習カード等に記入）・（片付け）

柔軟体操・補助運動

単

元

の

評

価

規

準

学習への支援

まとめる

評

価

計

画

学

習

活

動

追究する

〇まとめの演技会をする

（ICT）

学習過程

時

導入 10分
準備運動・整列・あいさつ・学習のめあての確認・（準備）

①マット運動の技の名称や行い方、マット運動によって高まる体力について理解している。

②自己の動きや仲間の動きを分析するには、自己観察と他者観察などの方法があることを理解している。

①自分のできる技を増やしたり、できる技をより滑らかに安定して演技することができたりする。

②自分のできる技を組み合わせて連続技を滑らかに安定して演技することができる。

①仲間やグループで分担した役割に関する成果や改善すべきポイントについて自己の活動を振り返っている。

②選択した技の行い方や組合せ方について、合理的な動きと自己や仲間の動きを比較して、成果や改善すべきポイントとその理由を仲間に伝えている。



学習カード（Classroomで Googleスライドを使用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



技カード（Classroomで Googleスプレッドシートを使用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1

2

3

4

5

6

7

8

３年マット運動最終発表までの道のり

発表に向けての修正・練習

まとめの発表

できる技チェック

各技の練習①

各技の練習②

連続技の構成

連続技の修正



柔軟＆補助トレーニングメニュー 

・首のストレッチ 

・肩まわし 

・長座前屈 

・開脚前屈 

・前後開脚 

 

〈ペアまたはグループで〉 

・手押し車から前転 

・壁倒立 
 



練習中の約束 
 

①タブレットの置き場に注意！撮影や操作時以外は所定の場所へ！  

②同じ人がずっと練習やずっと撮影ということがないように！ 

（見学者は技のアドバイスや練習の補助を行ってあげましょう） 

③技を行う方向、抜ける方向を下図のように統一しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈その他〉 

※マットの端から端まで使えるように練習しよう！ 

例：１つの技を２回行う、２つの技を１回ずつ行うなどをする。 

（☆の技はマットからはみ出さないように注意しましょう） 

※技を行う人は初めの合図と終わりのポーズを忘れずに！ 

※もし壁際を使いたいやエバーマットを使用したい場合は協力

して場を作りましょう。 

 

マット 

マット 

健 

心 

館 

側 

見 

見 

行 

行 



まとめ 

１ 授業づくりにあたって 

 器械運動（マット運動）の授業を構想するにあたり、次の３項目を重点とした。 

 ①について、技を接転技、ほん転技、平均立ち技以外に誰でもできる跳躍技、柔軟技を加え、技を  ５

つに分類した。特にほん転技は苦手とする生徒が多数いるため、連続技の構成において、上記で示した

５つの技群から最低１つずつは選択させ、ほん転技にも挑戦するように促した。また、苦手な生徒が得

意な生徒の動きを見本にしながら一緒になって練習ができるようにするために、中学校学習指導要領解

説に記載されている基本的な接転技の開脚前転、開脚後転、倒立前転を連続技の指定技にし、連続技に

これらの技を最低１つは入れるようにした。連続技を構成する際には、各技の完成度だけでなく、技と

技がスムーズに繋がるように技の配置や技の終わり方にも着目して連続技を構成させた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 取り組ませる技の分類と連続技の構成。 

② １人１台端末（本校ではタブレットを使用しているので、以下「タブレット」とする）を用い

て、自己や他者の動きを確認し、成果や課題を見付け、他者に伝える。 

③ 生徒が単元の見通しをもって、学習に取り組めるようにする。 

〔図①〕使用した技カード（Googleスプレッドシートを使用） 

〔図②〕使用した発表技のカード（Googleスプレッドシートを使用） 



 ②について、よりよい演技をするために、タブレットを使用して演技を撮影してもらい、その映像を

見て、自己の課題を発見しやすくした。学習カードも Classroomを使用し、デジタル化したことで、自

分の演技の動画や静止画をいつでも見返せるようにした。また、練習に移る前に前時の動きを確認して

課題を意識しながら活動ができるようにした。練習する際は、毎回同じペアもしくはグループで活動す

ることで、仲間の課題だけでなく成果も発見しやすくなるように工夫した。アドバイスする際は、課題

を伝えるだけでなく、必ず成果にも触れさせ、練習の成果を互いに認め合う機会を意図的に増やせるよ

うに工夫した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〔図③〕デジタル化した学習カード（Googleスライドを使用） 

〔図④〕仲間のアドバイを基に連続技がスムーズになるように技を入れ替えた例 



③について、授業で本時のめあてを確認する際に、掲示してある「マット運動最終発表までの道のり」

を使用したり、学習カードに示したりして、生徒が見通しをもって自主的に各技の練習や連続技の構成、

練習に取り組み、発表会までの準備ができるように工夫した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 授業研究会より 

〈良かった点〉 

 ○他者に良さを見付けてもらい、認めてもらったり、ほめてもらったりすることで、体育の楽しさに

繋がり、生徒の活動意欲にも繋がった。 

 ○前時の動画を瞬時に見られるようにしたことが、前時の自分の課題を把握するために有効であった。 

 ○電子化された学習カード上のアドバイスの例示を参考にしながら、｢腕の使い方を･･･｣と具体的に

アドバイスできる生徒もいた。具体的な友達のアドバイスで、今までできなかった技ができるよう

になった生徒もいた。 

 ○スプレッドシートを使用した技カードを利用して構成を選べるようになっており、技を入れ替える

時に紙と比べて消して書き直すなどの作業がなくなり活動時間の確保に繋がった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔図⑥〕タブレットを使用し、仲間にアドバイスしている様子 

〔図⑤〕掲示しておいた「マット運動最終発表までの道のり」 

本時 



〈改善点や改善策〉 

●全体の練習時間は多く確保されていたが、一人一人を見ると活動量の少ない生徒もいた。もう少し

練習の場を増やしたり、アップを兼ねて全員でいくつかの基本技をやったりすることで、一人一人

の活動時間が増やせたと思う。 

 ●練習時間（30分）が間延びしていた感じがしたので、練習時間を前半と後半に分け、前半にはアド

バイスを受けての練習、後半はアドバイス後の練習の成果を確認するために動画撮影し確認するな

ど、活動にメリハリをつけるとよかった。また、自分の成長を実感できる時間を設けることで、本

時のめあてを達成できたと実感できる生徒が増えると思われる。 

 ●男女共習であったが、男女での対話が少なかった。それぞれだけでは気付きにくい、女子の演技の

しなやかさや美しさ、男子の演技の力強さやダイナミックさなどを男女の対話から気付かせられた

らよかった。そうすることで、男子も各技の美しさを追求したり、女子もダイナミックな回転系の

技にチャレンジしたりできるようになると思われる。 

 ●練習場所の分け方をもっと明確にすることで、より安全に活動できることに繋がると感じた。 

 ●技の完成度を高めるために、道具の工夫（壁や坂の使用）やスモールステップで練習できる場など、

課題別に場の工夫ができるとよりよかったと思う。 

 

 

３ 生徒の変容 

 【知識及び技能】 

  ・課題技にしていた３つの技に関しては、苦手な生徒もたくさん挑戦し、全くできないという生徒

が減った。 

  ・ほん転技ができない生徒が多かったが、側方倒立回転や倒立ブリッジなどに挑戦し、「少しでき

る」や「できるようになった」という生徒が増えた。中にはロンダートもできるようになった生

徒もいた。 

  ・多くの生徒が単元終了時には、単元当初に比べて技の見栄えが向上したり、できるようになった

技が増えたりした。また、連続技で技と技の繋がりまで意識し技の終わり方や技の配置まで工夫

できる生徒が増えた。 

 

 【思考力，判断力，表現力等】 

  ・タブレットで自分たちの動きを確認し、映像を見ながら、できる生徒と比較したり、前回の自分

の動きと比較したりしながら、仲間に具体的なアドバイスをすることができるようになった。 

  ・単元の最初の方は、課題だけ伝え成果について仲間に伝えることができる生徒が少なかったが、

単元が進むにつれて成果についても伝えることができる生徒が増えていった。中には、「倒立ブ

リッジで、前回よりも足を着く位置が近くなり、ブリッジがきれいにキープできるようになって

いるよ」など、具体的に成果を伝えることのできる生徒も出てきた。 

 

 【学びに向かう力、人間性等】 

  ・タブレットを見ながら動きの確認ができたので、普段、話合いに消極的な生徒も課題や成果を見

付けることに関わることができた。 

・アドバイスする際に、課題だけでなく成果も伝えることで、他者に認めてもらえる機会が増え、

多くの生徒の活動意欲が高まり、苦手な生徒も教師や得意な生徒に積極的に話しかけ、自主的に

活動に取り組めるようになった。 

 

 

 



４ 授業後の生徒の感想等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 単元を通しての成果と課題 

〈成果〉 

 ○１年次に行ったマット運動の指導の蓄積を活かしつつ、連続技の構成の中に、誰でもできる柔軟技

や跳躍技を入れたり、いくつかの課題技を指定したりしたことで、苦手な生徒が得意な生徒の動き

を真似たり、得意な生徒が苦手な生徒にアドバイスしやすくしたりすることができた。また、タブ

レットによる動きの比較もでき、自分の動きと他者の動きを比較しながら、成果や課題を見いだす

力が高められた。 

○タブレットを活用して、自分の動きを撮影し、ネットワーク上に保存しておき、他の生徒も見られ

る状態にした。そのことが、いつでも上手な生徒の動きを参考にしたり、自分の動きの成果や課題

を発見できたりし、練習に活かすことができた。ペアやグループで成果や課題をアドバイスする時

にも手元に自分の動きがあり、スロー再生やストップさせることもできたので、より明確に成果や

課題を把握できた。 

 ○仲間にアドバイスするときに、課題だけではなく必ず成果についても触れることで、互いを認め合

う機会を設けた。そのことが、苦手意識をもつ生徒が多いマット運動の単元であったが、生徒たち

が意欲的に活動することに繋がり、技ができるようになったり、よりよくできるようになったりし、

喜びや達成感を味わうことができた。 

 ○今回、学習カードや技カードなど、普段は紙で行っていたものをペーパレス化し、各自のタブレッ

トで使用できるようにした。生徒がカード等をなくしたり、カード類がかさばってしまったりする

ことがなくなり、学習カードに動画や静止画も挿入できるようになり、振り返りがよりよくできる

ようになった。 

 



〔図⑦〕単元を通して行った柔軟と補助運動の様子 

〈課題〉 

●自分の挑戦している技に対して、上手な生徒と比較したり、図解体育に示されている各技の動き方

と比較したりすることはできたが、インターネット上にあるマット運動の模範的な動きなども動画

で共有できるようにしておき、いつでも見られるようにしておくことで、より効果的にタブレット

が活用できたと思われる。 

 ●今回の授業実践で１時間の中で、アドバイスを受け練習し、「できるようになったか」「アドバイス

を受けたところがどのように変わったか」を確認するために撮影をするペアやグループは大変少な

かった。運動量の確保も考え、撮影できるグループはするという指示をした。しかし、本時のめあ

てをより達成できたか確認するためにも、タブレットを使用する時間と練習させる時間をもっとよ

り明確に区切ることで、どのペアやグループも撮影することができ、全員が自分の動きをよりよく

フィードバックでき、より効果的にタブレットが使用できたのではないかと感じた。 

●タブレットを活用し、撮影した自分の動きを確認したり、前時に撮影しておいたものを次時に確認

してから活動したりする時間を設定した。タブレットを使ったことで効率よく進められる部分もあ

ったが、タブレットを活用したことにより運動量が少なくなってしまうこともあった。運動量を確

保しつつ、技能の向上や思考を深めていくための効果的なタブレット活用について、今後も考えて

いきたい。 

●マット運動は男女共習を行う上で、男女が関わりやすい単元であったと思われる。そのため、もっ

と男女での対話を増やし、男子の動きのダイナミックさや、女子のしなやかさなど、それぞれのよ

さや特徴についても学び合えるような工夫がもっとできるとよりよかったと思われる。今後も男女

共習でのそれぞれの関わりについて考えていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔図⑧〕練習の様子 


